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柳
井
市
景
観
計
画
の

　
　

     

案
を
公
表
し
ま
す

本
市
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
に
景
観
法
に
基
づ
く「
景
観
行
政
団
体
」と
な
り
、

景
観
計
画
を
策
定
し
、
景
観
法
を
活
用
し
て
総
合
的
な
景
観
施
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
市
で
は
、「
柳
井
市
景
観
計
画
」
を

策
定
中
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
運
用
開
始
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
を
と
り
ま
と
め
た
計
画
の
案
を
公
表
し
ま
す
。

柳
井
市
景
観
計
画
の
内
容

①
景
観
計
画
区
域

市
全
域
を
計
画
の
対
象
と
な
る
景
観
計

画
区
域
と
し
、
こ
れ
を
一
般
景
観
計
画
区

域
と
重
点
景
観
計
画
区
域
に
区
分
し
ま

す
。
更
に
重
点
景
観
計
画
区
域
は
、
次
の

３
地
区
と
し
ま
す
。

▼
古
市
金
屋
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

▼
古
市
金
屋
伝
統
的
建
造
物
群
周
辺
地
区

▼
柳
井
駅
前
地
区

②
景
観
を
良
く
す
る
た
め
の
基
本
方
針

基
本
理
念
を「
今
あ
る
柳
井
ら
し
さ
を

大
切
に
守
り
、
価
値
や
魅
力
を
み
ん
な
で

育
て
て
い
く
ま
ち
」
と
し
、
そ
の
実
現
の

た
め
、
次
の
４
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

▼
柳
井
の
原
風
景
と
な
る
美
し
い
自
然
景

観
を
守
り
、
育
て
ま
す
。

▼
柳
井
独
特
の
歴
史
的
景
観
や
伝
統
文
化

を
守
り
、
育
て
ま
す
。

▼
暮
ら
し
を
支
え
る
魅
力
あ
る
都
市
景
観

を
守
り
、
育
て
ま
す
。

▼
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
に
よ
り

景
観
を
守
り
、
育
て
ま
す
。

③
地
区
別
の
景
観
形
成
方
針

昨
年
度
実
施
し
た「
柳
井
景
観
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」と「
ふ
る
さ
と
柳
井
市
１
０
０

景
」
を
も
と
に
、
地
区
別
の
景
観
形
成
方

針
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
観
形

成
拠
点
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
方

針
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

④
届
出
が
必
要
な
行
為

建
物
の
建
築
等
を
行
う
際
は
、
事
前
に

市
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
重
点
景
観
計
画
区
域
内

▼
建
築
物
、
工
作
物
の
新
築（
新
設
）、
増

築
、
改
築
、
移
転
、
外
観
を
変
更
す
る

修
繕
、
模
様
替
、
色
彩
の
変
更

▼
開
発
行
為

▼
土
地
の
形
質
の
変
更

▼
水
面
の
埋
立
て
、
干
拓
な
ど

▼
木
竹
の
伐
採

▼
屋
外
の
土
石
、
廃
棄
物
、
再
生
資
源
そ

の
他
の
物
件
の
堆
積

景
観
計
画

景
観
法
に
基
づ
い
た「
景
観
行
政
団
体

（
※
）」が
法
の
手
続
き
に
従
っ
て
定
め
る

「
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
計
画
」

の
こ
と
で
で
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
景
観

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
景
観
形

成
の
方
針
、
行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項

な
ど
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※「
景
観
行
政
団
体
」
と
は
、
景
観
法
に

基
づ
い
て
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
風

景
や
景
色
を
守
る
取
り
組
み
な
ど
の

様
々
な
施
策
を
独
自
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
地
方
公
共
団
体
で
す
。 
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⑥
「
景
観
重
要
建
造
物
」「
景
観
重
要
樹
木
」

の
指
定
方
針

次
に
該
当
す
る
建
造
物
・
樹
木
に
つ
い

て
、
所
有
者
の
意
見
を
十
分
に
聴
い
た
上

で
指
定
し
ま
す
。

▼
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か
ら
だ
れ

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

▼
歴
史
的
ま
た
は
文
化
的
に
価
値
の
高
い

こ
と

▼
地
域
の
景
観
を
先
導
し
、
ま
た
は
継
承

し
特
徴
づ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑦
屋
外
広
告
物
の
表
示
等
の
制
限

屋
外
広
告
物
の
設
置
を
制
限
す
る
事
項

を
定
め
ま
す
。

柳
井
市
屋
外
広
告
物
条
例（
仮
称
）を
定

め
、
柳
井
市
独
自
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
誘

導
を
行
い
ま
す
。

⑧
景
観
重
要
公
共
施
設
の
整
備
等
に
関
す

る
事
項

主
要
な
道
路
、
河
川
、
公
園
等
を
景
観

重
要
公
共
施
設
に
定
め
、
整
備
状
況
に
応

じ
た
整
備
方
針
を
定
め
ま
す
。

ま
た
、
景
観
重
要
公
共
施
設
に
関
す
る

占
用
許
可
の
基
準
を
定
め
ま
す
。

柳
井
市
景
観
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

柳
井
市
景
観
計
画（
案
）に
つ
い
て
詳
し

い
内
容
を
公
表
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定
で
す
が
、
個
別

の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

○
実
施
期
間

９
月
８
日

〜
10
月
11
日


○
計
画
案
の
閲
覧
場
所

▼
市
役
所
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

▼
各
出
張
所
・
連
絡
所

▼
都
市
計
画
課
・
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

次
の
方
法
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。（
様
式
不
問
）

▼
都
市
計
画
課
へ
の
持
参

▼
郵
送（
〒
７
４
２
ー
８
７
１
４
、
担
当

課
名
：
都
市
計
画
課
）

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ

　


５
６
９
９

▼
電
子
メ
ー
ル

　

toshikeikaku@
city.yanai.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

　



２
１
１
１
内
線
233

■
一
般
景
観
計
画
区
域
内

▼
建
築
物
の
新
築
等
で
高
さ
13
ｍ
以
上
、

３
階
建
以
上
、
面
積
５
０
０
㎡
以
上
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。
該
当
し

な
く
て
も
、
派
手
な
色
彩
や
飾
り
等
を

施
す
も
の
。

▼
工
作
物
の
新
設
等（
擁
壁
類
は
高
さ
が

２
ｍ
を
超
え
、
か
つ
、
見
付
面
積
が
20

㎡
を
超
え
る
も
の
。
電
気
供
給
の
た
め

の
電
線
路
、
有
線
電
気
通
信
の
た
め
の

線
路
、
空
中
線
お
よ
び
支
持
物
は
、
地

盤
面
か
ら
の
高
さ
が
20
ｍ
を
超
え
る
も

の
。
そ
の
他
の
工
作
物
は
高
さ
13
ｍ
を

超
え
る
も
の
。）

▼
開
発
行
為
、
土
地
の
形
質
の
変
更
、
水

面
の
埋
立
て
又
は
干
拓
、
木
竹
の
伐
採

（
面
積
１
、
０
０
０
㎡
以
上
の
も
の
）

▼
屋
外
の
土
石
、
廃
棄
物
、
再
生
資
源
そ

の
他
の
物
件
の
堆
積（
面
積
５
０
０
㎡

以
上
の
も
の
）

⑤
景
観
形
成
基
準

区
域
ご
と
に
景
観
形
成
基
準
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
建
築
物
の
建
築
等
を
行
う
際

は
、
そ
の
基
準
に
適
合
し
た
内
容
で
実
施

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

届
出
の
内
容
が
こ
の
基
準
に
適
合
し
な

い
場
合
は
、
市
が
設
計
変
更
等
を
す
る
よ

う
勧
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。


